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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 (1) 本標準は、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）勧告Ｉ．１５０に準拠している。本標

準は、１９９８年８月のＩＴＵ－Ｔレポート（ＣＯＭ１３－Ｒ３６）に基づいて作成されており、１９９

９年２月に勧告化手続きにかけられた勧告草案までの凍結内容を反映している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

  なし。 

 

３．改版の履歴 

     

版  数 制  定  日 改    版    内    容 

第１版 １９９１年  ４月２６日 制  定 

第２版 １９９３年  ４月２７日 対応する国際標準の正式制定に伴う修正 

第３版 １９９６年  ４月２４日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

第４版 １９９９年１１月２５日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 (1) 以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

  (a) 下記の目的以外のプリアサインドＶＣＩ値とＶＰＩ値の組み合わせ（３.１.３節） 

  ・アンアサインドセルの識別 

  ・メタシグナリングＶＣの識別 

  ・一般的放送型シグナリングＶＣの識別 

  ・物理レイヤセルの識別 

  ・Ｆ４フローＯＡＭセルの識別 

  (b) ＶＰＣの設定と解放の手順（３.１.４節） 

  (c) サービス特性（３.２節） 

  (d) サービス品質（ＱＯＳ）クラスにより提供される品質（３.４.２節） 

  (e) 一般的フロー制御（ＧＦＣ）機能の以下の仕様（３.４.４節） 

  ・Ｂ－ＮＴ２から端末へのトラヒック制御を行うためのＢ－ＮＴ２でのＧＦＣメカニズムの動作 

  ・マルチアクセスＵＮＩにおけるＧＦＣメカニズムの適用の際の、エンドユーザ端末に対するＶＰＩ値の 

  割り当て方法 

 (2) 参照している勧告・標準等 

  ＴＴＣ標準    ：ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ４１３、ＪＴ－Ｉ３７１、ＪＴ－Ｉ６１０ 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｉ．１１３、Ｉ．３１１ 
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概要

本標準は、ＡＴＭレイヤ機能を定義するものである。ＡＴＭレイヤは、シグナリングおよびＯＡＭを含む

全てのサービスに共通である。
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１．はじめに

  本標準は、特にＡＴＭレイヤ機能について述べている。このレイヤは、シグナリングおよびＯＡＭを含む

全てのサービスに共通である。

２．ＡＴＭの基本原則

  ＡＴＭは広帯域ＩＳＤＮをインプリメントするための転送モードである。それは、ディジタルハイアラー

キ、多重化構造、広帯域信号の交換方式やインタフェース仕様の標準化に影響を与える。

  本標準におけるＡＴＭは、非同期時分割多重化方式を使用する特別なパケットオリエンテッドな転送モー

ドのことを指している。多重化された情報フローは、セルと呼ばれる固定長のブロックで構成される。セル

は、情報フィールドとヘッダから成る。ヘッダの主要な役割は、非同期時分割多重化構造において同一のバ

ーチャルチャネル（ＶＣ）に属しているセルを識別することである。転送容量は、ネゴシエーションにより

割り当てられ、ソースからの要求と有効容量を基に決定される。バーチャルチャネルコネクション（ＶＣＣ）

でのセル転送順序は、ＡＴＭレイヤ1により保証される。

  ＡＴＭは、コネクションオリエンテッドな方式である。コネクション識別子は、必要なときにコネクショ

ンのリンクごとにアサインされ、必要でなくなれば解除される。一般には、シグナリングとユーザ情報は別々

のＡＴＭコネクションで転送される。

  ＡＴＭは、コネクションレスサービスを含む全サービスに共通のフレキシブルな転送能力を提供する。Ａ

ＴＭレイヤの上位（例えば、ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ))における付加的な機能は、様々なサ

ービスを収容するために提供される。ＡＴＭレイヤとＡＡＬの境界は、セルヘッダの内容によりサポートさ

れる機能とＡＡＬ固有の情報によりサポートされる機能の境界に相当する。ＡＡＬ固有の情報は、ＡＴＭセ

ルの情報フィールドに含まれる。

  情報フィールドは、ＡＴＭレイヤによって透過的に転送される。処理、例えば、誤り制御は、ＡＴＭレイ

ヤでは情報フィールドに対して行われない。

  ヘッダ及び情報フィールドは、各々オクテットの固定整数倍から成る。ヘッダサイズ・（５オクテット）

および情報フィールドサイズ（４８オクテット）は、ＡＴＭ方式の適用されるユーザ・網インタフェース（Ｕ

ＮＩ）および網ノードインタフェース（ＮＮＩ）を含む全ての参照点において固定長である。

                                                            
1 マルチポイント・ポイントＶＣＣについては、セル転送順序は、ＶＣＣの各々のエンドポイントからの

セルに対して保証される。



－ 3 － ＪＴ－Ｉ１５０

３．ＡＴＭレイヤ

3.1  ＡＴＭコネクション

3.1.1  コネクションの定義

  ＡＴＭコネクションは、アクセスポイントにエンド・エンドの転送能力を提供するためにＡＴＭレイヤリ

ンクの連鎖から成る。

3.1.2  コネクション識別子

3.1.2.1  バーチャルパス識別子（ＶＰＩ）とバーチャルチャネル識別子（ＶＣＩ）

  あるインタフェースにおいて、ある方向で、同一の物理レイヤコネクション内のＡＴＭレイヤにおいて多

重化された異なるバーチャルパス（ＶＰ）リンクは、ＶＰＩにより区別される。バーチャルパスコネクショ

ン（ＶＰＣ）におけるＶＣリンクは、図３－１／ＪＴ－Ｉ１５０に示される様にＶＣＩにより区別される。

注：ＶＣＩa とＶＣＩb は、ＶＰＩx の値をとるＶＰリンクにおいて有効な２つのＶＣＩ値を表す。同様に

ＶＰＩx とＶＰＩy は、物理レイヤコネクションにおいて有効な２つのＶＰＩ値を表す。

   

図３－１／ＪＴ－Ｉ１５０  ＡＴＭコネクション識別子

                     　　　　 (ITU-T I.150)

VPIx

VPIy

VCIa

VCIb
物理レイヤコネクション
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3.1.2.2  ＶＰＩ－ＶＣＩの関係

  あるインタフェースにおいて２つの異なるＶＰに属する２つの異なるＶＣは、同じＶＣＩ値を持ってもよ

い。それ故、ＶＣは、あるインタフェースにおいてＶＰＩ値とＶＣＩ値の両方の組合せにより完全に識別さ

れる。

  もしＶＣＣが交換されたならば、特定のＶＣＩ値はエンド・エンドの意味を持たない。ＶＰＩは、ＶＰリ

ンクが終端されるところ（例えば、クロスコネクト、集線装置、交換機）では変更されてもよい。ＶＣＩは、

ＶＣリンクが終端されるところでのみ変更されてよい。その結果、ＶＣＩ値は、ＶＰＣにおいて保存される。

3.1.2.3  ＵＮＩにおけるアクティブコネクションの数

  ＵＮＩにおいて、コネクションの識別のためにＶＰＩ／ＶＣＩフィールドとして２４ビットが利用できる。

ルーチングのために使われるＶＰＩとＶＣＩフィールドのルーチングビットの実際の数は、ユーザと網の間

で、例えば、加入契約時にネゴシエーションされる。この数は、ユーザあるいは網のより少ない方のビット

数によって決定される。ＶＰＩ／ＶＣＩフィールドで使用されるルーチングビットの位置を決定するための

ルールは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１の２．２．３節に示される。

注：ユーザ・ユーザＶＰ内で使用されるＶＣＩフィールドルーチングビット数は、そのＶＰのユーザ間にて

ネゴシエーションされる。

3.1.2.4   ＮＮＩにおけるアクティブコネクションの数

  ＮＮＩにおいて、コネクションの識別のためにＶＰＩ／ＶＣＩフィールドとして２８ビットが利用できる。

インタフェースを介してルーチングのために使われるＶＰＩとＶＣＩフィールドのルーチングビットの実際

の数は、インストレーションの時に確立される。この数は、各々のエンティティの要求条件により決定され

る。ＶＰＩ／ＶＣＩフィールドで使用されるルーチングビットの位置を決定するためのルールは、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ３６１の２．２．３節に示される。

    

3.1.3  バーチャルチャネルコネクション（ＶＣＣ）

3.1.3.1  ＶＣＣの一般特性

  ＶＣＣの定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１３に示される。本節では、以下のトピックの理解を早めるため

に付加的な説明をしている。

  (a)  サービス品質（ＱＯＳ）

ＶＣＣのユーザには、セル損失率やセル遅延変動の様なパラメータで記されるサービス品質が提供さ

れる。

  (b)  交換と（セミ）パーマネントＶＣＣ

ＶＣＣは、交換あるいは（セミ）パーマネントベースでの提供が可能である。

  (c)  セル転送順序保証

セル転送順序は、ＶＣＣにおいて保証される。

注：全てのリソース管理セルに対して適用されるかどうかは今後の検討課題（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３

７１参照）。

  (d)  トラヒックパラメータネゴシエーションと使用量モニタリング

ユーザがＶＣＣの確立を網に要求するとき、トラヒックパラメータは、ＶＣＣの設定において各々の

ＶＣＣについてユーザと網の間でネゴシエーションされるべきで、またその後再びネゴシエーション

されてもよい。ユーザから網へ入力されたセルは、ネゴシエーションされたトラヒックパラメータに

違反していないことを確認するためにモニタされる場合がある。トラヒック契約と、その契約に対す
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る適合性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１で規定される。

  Ｂ－ＩＳＤＮインタフェース（例えばＵＮＩまたはＮＮＩ）において、二つの転送方向がある。ルーチン

グフィールドの値（すなわちＶＰＩとＶＣＩ）が、インタフェース（例えばＵＮＩまたはＮＮＩ）のＶＣリ

ンクに割り当てられる場合、同一の値が双方向に割り当てられる。片方向に使われたルーチングフィールド

の値は、逆方向では、同一の通信に関わるＶＣリンクを識別するためにのみ使用される。以下の項目に注意

すべきである。

・両方向の帯域は等しくてもよい（対称な通信）

・両方向の帯域は異なってもよい（非対称な通信）

・逆方向の帯域はゼロでもよい（逆方向の情報のない片方向通信）

・逆方向の帯域はＡＴＭレイヤマネージメント情報を転送するだけの大きさでもよい（逆方向の管理情報の

ある片方向通信）

  ユーザ・ユーザＶＰＣの場合、いくつかの標準化されたＶＣＩ値を除いて、網はＶＣＩフィールドを透過

的に転送する（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照）。ルーチングフィールドの割当方法は、ユーザの制御（例

えば、ユーザ・ユーザ間シグナリング手順、ユーザ・ユーザ間マネージメント手順等）による。

3.1.3.2  ＶＣＣの設定と解放

3.1.3.2.1  ＵＮＩにおける設定／解放

  ＶＣＣは、以下の４つの方法のいずれか１つあるいはいくつかを使用して設定／解放される。

 (a)  シグナリング手順を使用しない、例えば、加入契約（（セミ）パーマネントコネクション）による。

 (b)  メタシグナリング手順（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１）、例えば、シグナリング用ＶＣＣを設定／解放

するためのメタシグナリングＶＣＣを使用することによる。

 (c)  ユーザ・網シグナリング手順、例えば、エンド・エンド通信用ＶＣＣを設定／解放するためのシグナ

リングＶＣＣを使用する。

 (d)  ユーザ・ユーザシグナリング手順、例えば、２つのＵＮＩ間で既に確立されたＶＰＣにおけるＶＣＣ

を設定／解放するためのシグナリングＶＣＣを使用する。

  ＵＮＩにおいて上記の方法によって設定／解放されるＶＣＩの値は、以下のいずれか１つにより割り当て

られる。

 (a)  網

 (b)  ユーザ

 (c)  ユーザと網の間でのネゴシエーション

 (d)  標準化

  ＵＮＩにおいてＶＣＩに割り当てられた特定の値は、一般的に、そのＶＣにより提供されるサービスとは

独立である。端末の互換性や初期化を考えると、ある機能に対しては全てのＵＮＩにおいて同一の値を使用

することが望ましい。例えば、メタシグナリングＶＣのための同一のＶＣＩ値が全てのＵＮＩにおいて端末

装置の初期化を単純化するために使用される。

3.1.3.2.2　ＮＮＩにおける設定／解放

  ＡＴＭ網構成要素（例えば、ＡＴＭ交換機、クロスコネクト、集線装置）は、ＡＴＭセルヘッダを処理し

ＶＣＩおよび／あるいはＶＰＩの置換を行ってもよい。従って、ＡＴＭ網を経由してＶＣＣが設定／解放さ

れるときには、いつでもＶＣリンクは１つあるいはそれ以上のＮＮＩにおいて設定／解放されることを前提
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としてもよい。ＶＣリンクは、ＡＴＭ網構成要素間で網間および網内シグナリング手順を使用して設定／解

放される。その他の方法も、また可能である。

3.1.3.3  プリアサインドＶＣＩ

  ＶＰＩ値との組合せによる以下に示すＶＣＩ値の使い方に関する情報は、表２－１／ＪＴ－Ｉ３６１、表

２－２／ＪＴ－Ｉ３６１、表２－３／ＪＴ－Ｉ３６１に示される。

  プリアサインドＶＣＩ値は、以下のために指定される。

  (a)  アンアサインドセルや物理レイヤセルの識別

  注：アンアサインドセルと物理レイヤ用のセルの識別のために、プリアサインドＶＰＩ／ＶＣＩ値の組み

合わせが確保されている。この値の組み合わせは他の目的には使用できない。

  (b)  メタシグナリングＶＣの識別

  (c)  一般的放送型シグナリングＶＣの識別

  (d)  ポイント・ポイントシグナリングＶＣの識別（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照）

  (e)  Ｆ４フローＯＡＭセル

  (f)  その他の使い方については、継続検討課題である。

3.1.3.4  シグナリング用ＶＣ

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１を参照のこと。

3.1.3.5  ＯＡＭ用ＶＣ

  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０を参照のこと。

3.1.4  バーチャルパスコネクション（ＶＰＣ）

3.1.4.1  ＶＰＣの一般特性

  ＶＰＣの定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１３に示される。本節では、以下のトピックの理解を早めるため

にＶＰＣに関する付加的な説明をしている。

  (a)  サービス品質（ＱＯＳ）

ＶＰＣのユーザには、セル損失率やセル遅延変動の様にパラメータで示されるサービス品質が提供さ

れる。

  (b)  交換と（セミ）パーマネントＶＰＣ

ＶＰＣは、交換あるいは（セミ）パーマネントベースでの提供が可能である。

  (c)  セル転送順序保証

セル転送順序は、ＶＰＣにおいて保証される。

注：全てのリソース管理セルに対して適用されるかどうかは今後の検討課題（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３

７１参照）。

  (d)  トラヒックパラメータネゴシエーションと使用量モニタリング

トラヒックパラメータは、ＶＰＣの設定において各々のＶＰＣについてユーザと網の間でネゴシエー

ションされる。またその後再びネゴシエーションされてもよい。ユーザから網へ入力されたセルは、

ネゴシエーションされたトラヒックパラメータに違反していないことを確認するためにモニタされる

場合がある。トラヒック契約と、その契約に対する適合性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１で規定される。

  (e)  ＶＰＣにおけるＶＣＩ値の制限

ＶＰＣにおけるいくつかのＶＣＩ値の使用は制限されている（表２－２／ＪＴ－Ｉ３６１と２．３．

２節／ＪＴ－Ｉ３６１参照）。そのようなＶＣＩ値の範囲の決め方は、そのＶＣＩ値を持つセルがＴ
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ＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０で定義されるＶＰレベルのＯＡＭ手順によりモニタされるかどうかに基づい

ている。この範囲の決め方を以下に示す。

・モニタされないＶＣＩ値を持つセル

この範囲の中の５つのＶＣＩ値はＡＴＭレイヤ内で、以下の機能に使用される。

－アンアサインドセル表示

－エンド・エンドＦ４フローＯＡＭセル

－セグメントＦ４フローＯＡＭセル

－ＶＰリソース管理

－将来機能用の予約

他の８つのＶＣＩ値は将来の標準化のために予約されている。これらの予約されたＶＣＩ値

の使用法が標準化される前に、もしあるセルのＶＣＩがこの予約されたＶＣＩ値に一致したら、

このセルはＶＰＣのエンドポイント間で透過的に転送されなければならない。

・モニタされるＶＣＩ値を持つセル

この範囲の中の１９のＶＣＩ値は特定の標準化機能（例えばポイント・ポイントシグナリン

グ）用に予約されている。この範囲の中のＶＣＩ値を持つすべてのセルはＶＰＣのエンドポイン

ト間で透過的に転送されなければならない。

上記のＶＣＩ値の範囲を決める方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０で定義されるＶＰ性能モニタリ

ングメカニズムを正しく運用するために必要である。このメカニズムではＶＰの送信点から送信され

た「性能モニタリングユーザセル」の数とＶＰの受信点で受信された「性能モニタリングユーザセル」

の数とを比較するので、「性能モニタリングユーザセル」に分類されたセルがＶＰＣのエンドポイン

ト間で決して挿入されたり、取り出されたり、変更されたりしないことを保証しなければならない。

  Ｂ－ＩＳＤＮインタフェース（例えばＵＮＩまたはＮＮＩ）において、二つの転送方向がある。ルーチン

グフィールドの値（すなわちＶＰＩ）が、インタフェース（例えばＵＮＩまたはＮＮＩ）のＶＰリンクに割

り当てられた場合、同一の値が、双方向に割り当てられる。片方向に使われたルーチングフィールドの値は、

逆方向では、同一の通信に関わるＶＰリンクを識別するためにのみ使用される。以下の項目に注意すべきで

ある。

・両方向の帯域は等しくてもよい（対称な通信）

・両方向の帯域は異なってもよい（非対称な通信）

・逆方向の帯域はゼロでもよい（逆方向の情報のない片方向通信）

・逆方向の帯域はＡＴＭレイヤマネジメント情報を転送するだけの大きさでもよい（逆方向の管理情報のあ

る片方向通信）

     

3.1.4.2  ＶＰＣの設定と解放

  ＶＰＣは、ＶＰＣのエンドポイント間において以下の方法のいずれか１つにより設定／解放されてもよい。

これらの方法については、継続検討課題である。

  (a) シグナリング手順を使用しない設定／解放

この場合、ＶＰＣは、加入契約時に設定／解放される。

  (b) オンデマンドの設定／解放

・カスタマ制御によるＶＰＣの設定／解放は、ユーザの実施するシグナリングあるいは網の管理手順

により行われてもよい。

・網制御によるＶＰＣの設定／解放は、網のシグナリング手順により行われてもよい。
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3.1.4.3  プリアサインドＶＰＩ

  ＶＣＩ値と組み合わせたＶＰＩ値に関する情報は、表２－１／ＪＴ－Ｉ３６１、表２－２／ＪＴ－Ｉ３６

１、表２－３／ＪＴ－Ｉ３６１に示される。

3.1.5  プリアサインドセルヘッダ値

  物理レイヤの使用のために確保されたセルは、全ヘッダの指定されたプリアサインド値を持つ。これらの

値は、ＡＴＭレイヤでは使用されない。

     

3.2  サービス特性

3.2.1  物理レイヤに提供されるサービス

  継続検討課題である。

3.2.2  上位レイヤに提供するサービス

  継続検討課題である。

3.3  マネジメントプレーンとの関係

  ＡＴＭレイヤマネジメントはマネジメントプレーンの一部であり、メタシグナリング、ＡＴＭレイヤの運

用保守やＡＴＭのリソース管理のようなＡＴＭレイヤ特有の管理機能のみを行うものである。これらの機能

は、マネジメントプレーンがシステム全体に関連する管理機能を実行し、また、すべてのプレーン間の調整

を提供することをサポートする。

  ＡＴＭレイヤマネジメント情報は、次の２つの方法で運ばれる。

  １つの方法は、ユーザ情報であることを示すペイロードタイプ（ＰＴ）を使用し、ＡＴＭレイヤマネジメ

ント情報をセルペイロードに配置するものである。このレイヤマネジメント情報を提供することを唯一の目

的として、双方向のコネクションが確立される。

もう１つの方法は、レイヤマネジメント情報であることを示すＰＴを使用し、ＡＴＭレイヤマネジメント

情報をセルペイロードに配置するものである。それはユーザ／制御プレーンのＶＣＣと同じＶＰＩ／ＶＣＩ

値を用いて運ばれる。

3.4  ＡＴＭレイヤの機能

3.4.1  セルの多重化および交換

  ＡＴＭレイヤは、複数のＡＴＭコネクションの多重化機能を持つ。

  交換サービスのための基本的なＡＴＭルーチングエンティティは、ＶＣである。それは、ＶＣ多重／分離

装置や交換機により処理される。ＶＰ多重／分離装置やＶＰ交換機／クロスコネクトによってルーチングさ

れるＶＰＣ上に、ＶＣが束ねられる。（図３－２／ＪＴ－Ｉ１５０）。

図３－２／ＪＴ－Ｉ１５０  ＡＴＭコネクションの例

                      　　　 (ITU-T I.150)
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3.4.2  ＡＴＭレイヤにより提供されるサービス品質（ＱＯＳ）

3.4.2.1  ＶＣＣに関連するＱＯＳ

  ＶＣＣのユーザには、網によりサポートされるいくつかのＱＯＳクラスのうちの１つが提供される。特定

のＱＯＳクラスの定義と各々のＱＯＳクラスにより提供される品質については、継続検討課題である。要求

されたＱＯＳクラスは、呼／コネクションの設定時に網に示される。ある呼におけるコネクションに関連す

るＱＯＳクラスは、そのコネクションが設定されている期間においては変わらない。ＱＯＳクラスの再ネゴ

シエーションは、新しいコネクションの設定を必要とする可能性がある。

3.4.2.2  ＶＰＣに関連するＱＯＳ

  ＶＰＣのユーザには、網によりサポートされるいくつかのＱＯＳクラスのうちの１つが提供される。特定

のＱＯＳクラスの定義と各々のＱＯＳクラスにより提供される品質については、継続検討課題である。要求

されたＱＯＳクラスは、呼／コネクションの設定時に網に示される。ＶＰＣに関連するＱＯＳクラスはその

ＶＰＣが設定されている期間においては変わらない。

  ＶＰＣ上では、様々なＱＯＳクラスのＶＣリンクが確立するということに注意すべきである。ＶＰＣのＱ

ＯＳは、確立されたＶＣリンクの最大要求のＱＯＳを満足しなければならない。

3.4.2.3  セル損失優先表示に関連するＱＯＳ

  いくつかのサービスではセルフローの一部へあるＱＯＳを、残りの部分にそれより低いＱＯＳを要求でき

る。ＣＬＰビットの詳細な使用法と、コネクションの監視のためや様々なレベルのネットワーク性能を提供

するための網のメカニズムについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１に記述されている。網はＣＬＰビットの

使用によって、選択的にセルを廃棄することができる。

  ネットワークの状態とＡＴＭ転送能力により、ＣＬＰがセットされた（ＣＬＰ値が１である）セルは、Ｃ

ＬＰがセットされていない（ＣＬＰ値が０である）セルより優先的に廃棄されやすい。（ＣＬＰビットの使

用方法の詳細については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１を参照）

3.4.3  ペイロードタイプ（ＰＴ）の機能

  ＰＴフィールドは、セルペイロード（すなわち、情報フィールド）がユーザ情報を含んでいるのかあるい

は管理情報を含んでいるのかどうかの表示を行うために使用される。

  ＡＴＭユーザ情報用のＰＴフィールドのコーディングは、２つの付加表示を提供するために用いられる。

それは次の通りである。

・輻輳表示

・ＡＴＭレイヤユーザ間表示

  ユーザ情報セルでは、そのペイロードはユーザ情報で構成される。管理情報セルでは、そのペイロードは

ユーザの情報転送の一部として使用されることはない。

  マネジメント情報用のＰＴフィールドのコーディングは、セルの３つのタイプを識別するために用いられ

る。セルの３つのタイプは次の通りである。

・エンド・エンドＦ５フロー用ＯＡＭセル（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

・セグメントＦ５フロー用ＯＡＭセル（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

・リソース管理セル（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

  ＰＴフィールドがユーザ情報を表示していないとき、レイヤマネジメントのタイプに関する詳細情報がセ

ルの情報フィールドに挿入される。
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3.4.4  ＵＮＩにおける一般的フロー制御（ＧＦＣ）

  ＧＦＣメカニズムは、様々なＱＯＳクラス（ＡＴＭレイヤに関連する）のＡＴＭコネクションからのトラ

ヒックフロー制御の一助となる。特に、 ＧＦＣはＳＢ参照点および、ＳＳＢ点，ＴＢ参照点のインタフェース

で発生する、短期間の過負荷状態を緩和するためのトラヒックフロー制御に使用される。あるいは周期的に

ＡＴＭ実効転送容量を規制するのに使用される。ＧＦＣはＵＮＩでのみ使用可能である。エンドユーザ間の

フロー制御には別の手段が必要となる。

  ＧＦＣフィールドで用いられる手順には、無制御転送手順と被制御転送手順の２つがある。（ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｉ３６１  ４．１節で規程されている。）無制御転送手順は、ＳＢ参照点およびＴＢ参照点のインタフ

ェースを介して使用できる。この無制御転送手順は、シェアードメディア型構成の場合の使用には適さない。

被制御転送手順はＳＳＢ点（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３参照）とＳＢ参照点のインタフェースを介して使用で

きる。広帯域端末装置（Ｂ－ＴＥ）が直接ＴＢ参照点のインタフェースに接続されている場合、Ｂ－ＴＥは

被制御転送手順を実行することができる。しかし、公衆網は無制御転送手順の実行のみが選択可能である。

  マルチアクセスポイントとポイント・ポイントの両方のＢ－ＴＥ配置の場合の被制御転送手順は以下に示

す項目に従うものと予想される。

  (a)  ＵＮＩにおけるフロー制御は、ＡＴＭヘッダによってサポートされる。ＧＦＣフィールドは、この機

能を提供するために使用される。

  (b)  ＧＦＣメカニズムは、ユーザネットワークにおいて様々なＱＯＳを提供する援助をしてもよい。

  (c)  ＧＦＣメカニズムは網から出力されるトラヒックのフロー制御を行ってはならない。

     ＳＢ参照点およびＴＢ参照点におけるＧＦＣの使用は以下の通りである。

   (i)ＳＢ参照点におけるＧＦＣ

  ＧＦＣフィールドは、ＳＢ参照点インタフェースとＳＳＢ点インタフェースに現れる。

  ＧＦＣメカニズムは、ユーザの構内の端末で局所的に生成された情報のフロー制御を提供すべきで

ある。このトラヒックはＳＢ参照点インタフェースおよびＳＳＢ点インタフェースを介し、端末に対し

双方向に起こり得る。広帯域網終端装置（Ｂ－ＮＴ２）から端末方向に発生するトラヒック制御を行

うためのＢ－ＮＴ２でのＧＦＣメカニズムの動作については継続検討課題である。

   (ii)ＴＢ参照点におけるＧＦＣ

  ＧＦＣフィールドは、ＴＢ参照点インタフェースに現れる。

  Ｂ－ＴＥが直接ＴＢ参照点インタフェースに接続されている場合、Ｂ－ＴＥは被制御転送手順を実行

することができる。しかし、公衆網は無制御転送手順の実行のみが選択可能である。

  (d)  ＧＦＣメカニズムは、ＡＴＭレイヤに属し、物理レイヤからは独立している。

  (e)  ＧＦＣメカニズムは、ＵＮＩに適用し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３の２．２節の物理構成をサポート

すべきである。

  (f)  ＧＦＣメカニズムは、端末が網によりＣＢＲ呼およびＶＢＲ呼に割り当てられた保証帯域幅を確保す

ることを許容しなければならない。ＶＢＲサービスの場合には、ＧＦＣメカニズムは、全てのアクテ

ィブコネクションにおいて保証された上記の容量を公平かつ効率的に分配できなければならない。

  (g)  ＧＦＣメカニズムは、端末の互換性を阻害すべきではない。

3.4.4.1　ポイント・ポイントＵＮＩにおける一般的フロー制御（ＧＦＣ）

　この節の標準が適用されるのは、ポイント・ポイントＵＮＩ（すなわちＳＢ参照点およびＴＢ参照点のイン

タフェース）であり、次の装置クラスに適用される。
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    －無制御装置（例えばＢ－ＴＥ、Ｂ－ＮＴ２、加入者交換機（ＬＥＸ））、ここではＧＦＣ信号は無視

される。

    －被制御装置（例えばＢ－ＴＥやＢ－ＮＴ２）、ここではＧＦＣ信号は割り当てられたＡＴＭレイヤの

セル流出を制御する。

    －制御装置（例えばＢ－ＮＴ２のＬＥＸ）、ここではＧＦＣ信号は被制御装置からの割り当てられたＡ

ＴＭレイヤのセル流出を制御するために使用される。

  制御装置と被制御装置との間のＧＦＣ信号の使用は、結果的にＡＴＭコネクションを２つに分類する。そ

れは以下の通りである。

　－被制御ＡＴＭコネクション、ここではＢ－ＴＥからＢ－ＮＴ２へ、あるいはＢ－ＮＴ２から公衆網への

セル流出が、ＧＦＣ信号で制御される。

  　２グループまでの（グループＡとグループＢ）被制御ＡＴＭコネクションがサポートされる。デフォル

トは１グループ（グループＡ）の被制御ＡＴＭコネクションである。

　－無制御ＡＴＭコネクション、ここではＢ－ＴＥからＢ－ＮＴ２への方向、あるいはＢ－ＮＴ２から公衆

網への方向のセル流出は、ＨＡＬＴ信号は別としてＧＦＣ信号では制御されない。（ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｉ３６１　４.１.１節参照）

  無制御装置は、ＳＢ参照点およびＴＢ参照点のインタフェースに、そこに制御装置が存在するかどうかには

かかわりなく、接続されうる。この場合被制御ＧＦＣ手順は適用されない。

  制御装置がないところのインタフェースに接続されるどの装置（被制御装置であれ無制御装置であれ）も

被制御手順は実行し得ない。ＵＮＩ（ＳＢ参照点およびＴＢ参照点）で適用可能な被制御手順はＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｉ３６１で規定される。

  立ち上げ時、Ｂ－ＴＥは無制御モードでスタートし、受信セル流の中からＧＦＣ信号（すなわち周期的Ｈ

ＡＬＴ、ＳＥＴ＿Ａ、もしくはＳＥＴ＿Ｂ）を探す。被制御装置はＧＦＣ信号を受信し次第、ＧＦＣ＿ＥＮ

ＡＢＬＥフラグを立て、被制御ＧＦＣモードに遷移する。

3.4.4.2　マルチアクセスＵＮＩにおける一般的フロー制御（ＧＦＣ）

　特定のＶＰＩ値は、特定のエンドユーザ端末を示すために割り当てられる。特定のＶＰＩ値の割り当て

方は継続検討課題である。
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特定の VPI 値によって識別される

被制御または無制御ＡＴＭコネクション

B-TE*

SSB

B-TE*

SSB

B-TE*

SB

B-NT2

TB

B-NT1

制御装置

被制御装置

図３－３／ＪＴ－Ｉ１５０　マルチアクセスＵＮＩにおけるＧＦＣ

　本標準のこの節が適用されるのは、マルチアクセスＵＮＩ（例えばＳＳＢ点インタフェース、図２－３

／ＪＴ－Ｉ４１３参照）であり、次の装置クラスに適用される。

　・被制御装置（例えばＢ－ＴＥ）、ここではＡＴＭレイヤセルの流出は被制御装置に割り当てられてい

　　るＶＰＩ値のセルで受信されるＧＦＣ信号により制御される。

　・制御装置（例えばＢ－ＮＴ２）、ここではＧＦＣ信号は特定のＢ－ＴＥに割り当てられたＶＰＩ値の

　　セルを使うことによって、特定のＢ－ＴＥに送られる。

 　制御装置と被制御装置との間のＧＦＣ信号の使用は、結果的にＡＴＭコネクションを２つに分類する。

 それは以下の通りである。

　・被制御ＡＴＭコネクション、ここではＢ－ＴＥからＢ－ＮＴ２へのセル流出が、ＧＦＣ信号および特

　　定のＶＰＩ値で制御される。２グループまでの被制御コネクションがサポートされる。

　・無制御ＡＴＭコネクション、ここではＢ－ＴＥからＢ－ＮＴ２への方向へのセル流出は、ＨＡＬＴ信

　　号は別としてＧＦＣ信号では制御されず、（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１　４．４．１節参照）Ｂ－Ｔ

　　Ｅに割り当てられた特定のＶＰＩ値によって確認される。

　一つのＢ－ＴＥは制御装置から一つ以上の特定のＶＰＩ値を割り当てられる。被制御装置は無制御モー

ドでスタートし、受信セル流の中からＧＦＣ信号（すなわち周期的ＨＡＬＴ、ＳＥＴ＿Ａ、もしくはＳＥ

Ｔ＿Ｂ）を探す。被制御装置はＧＦＣ信号を受信し次第、ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグを立て、被制御Ｇ

ＦＣモードに遷移する。
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付属資料Ａ　本標準に含まれる略語のリスト（アルファベット順）

（この付属資料は本標準の必要不可欠な部分である。）

本標準において以下の略語が使用される。

英        語 ＴＴＣ標準用語

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

CBR Constant Bit Rate 固定ビットレート

CLP Cell Loss Priority セル損失優先表示

GFC Generic Flow Control 一般的フロー制御

NNI Network-Node Interface 網ノードインタフェース

OAM Operation And Maintenance 運用保守

QOS Quality Of Service サービス品質

RM Resource Management リソース管理

UNI User-Network Interface ユーザ・網インタフェース

VBR Variable Bit Rate 可変ビットレート

VC Virtual Channel バーチャルチャネル

VCC Virtual Channel Connection バーチャルチャネルコネクション

VCI Virtual Channel Identifier バーチャルチャネル識別子

VP Virtual Path バーチャルパス

VPC Virtual Path Connection バーチャルパスコネクション

VPI Virtual Path Identifier バーチャルパス識別子
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